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はじめに

本書は表示器と接続機器（対象インバータ）を接続する方法について説明します。

本書では接続方法を以下の順に説明します。

1 システム構成

接続できる接続機器の種類、通信方式につ

いて示します。

「1 システム構成」（3 ページ）

2 接続機器の選択

接続する接続機器の機種（シリーズ）と接

続方法を選択します。

「2 接続機器の選択」（8 ページ）

3 通信設定例

表示器と接続機器間で通信するための設

定例を示します。

「3 通信設定例」（9 ページ）

4 設定項目

表示器側の通信設定項目を説明します。

表示器の通信設定はGP-Pro Ex、またはオ

フラインモードで設定します。

「4 設定項目」（29 ページ）

5 結線図

表示器と接続機器を接続するケーブルや

アダプタについて示します。

「5 結線図」（33 ページ）

運転
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1 システム構成

表示器と富士電機（株）製接続機器を接続する場合のシステム構成を示します。

シリーズ インバータ*1

*1 インバータの型式のは容量、供給電力、言語などによって異なります。

リンク I/F 通信方式 通信設定例 結線図

FRENIC5000G11S FRNG11S- インバータ上の端
子台

RS-422/485
 (2 線式 )

設定例 1 
（9 ページ）

結線図 1 
（33 ページ）

FRENIC5000P11S FRNP11S- インバータ上の端
子台

RS-422/485
 (2 線式 )

設定例 1 
（9 ページ）

結線図 1 
（33 ページ）

FVR-E11S FVRE11S- インバータ上の
RJ-45 コネクタ

RS-422/485
 (2 線式 )

設定例 2 
（11 ページ）

結線図 2 
（47 ページ）

FVR-C11S FVRC11S- OPC-C11S-RS上
の端子台*2

*2 オプションカードのモデルコードの は、容量によって分類されたカードタイプ（A、B、C のいず
れか）を示しています。

RS-422/485
 (2 線式 )

設定例 3 
（13 ページ）

結線図 4 
（74 ページ）

FRENIC-MEGA FRNG1-

インバータ上の
RJ-45 コネクタ

RS-422/485
 (2 線式 )

設定例 4 
（15 ページ）

結線図 2 
（47 ページ）

インバータ上の端
子台

RS-422/485
 (2 線式 )

設定例 5 
（17 ページ）

結線図 3 
（61 ページ）

FRENIC-Mini FRNC1- OPC-C1-RS*3 上の
RJ-45 コネクタ

*3 インバータ用の通信カード

RS-422/485
 (2 線式 )

設定例 6 
（19 ページ）

結線図 2 
（47 ページ）

FRENIC-Eco FRNF1-

インバータ上の
RJ-45 コネクタ

RS-422/485
 (2 線式 )

設定例 7 
（21 ページ）

結線図 2 
（47 ページ）

OPC-F1-RS*3 上の
端子台

RS-422/485
 (2 線式 )

設定例 8 
（23 ページ）

結線図 3 
（61 ページ）

FRENIC-Multi FRNE1-

インバータ上の
RJ-45 コネクタ

RS-422/485
 (2 線式 )

設定例 9 
（25 ページ）

結線図 2 
（47 ページ）

OPC-E1-RS*3 上の
RJ-45 コネクタ

RS-422/485
 (2 線式 )

設定例 10 
（27 ページ）

結線図 5 
（87 ページ）

• RS-422/485 経由で運転をしているときに、通信エラーが発生すると、RS-422/485 経

由の停止指令が認識できなくなる可能性があります。危険ですので、必ず接続機器

外部信号端子の強制停止を使用し、緊急停止が行えるようにしてください。

• RS-422/485 経由で運転指令を入れたままアラームリセットを行うと、突然再始動し

ます。危険ですので、運転指令が切れていることを確認してから行ってください。
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■ 接続構成

• 1：1 接続

• 1：n 接続
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■ IPC の COM ポートについて

接続機器と IPC を接続する場合、使用できる COM ポートはシリーズと通信方式によって異なります。

詳細は IPC のマニュアルを参照してください。

使用可能ポート

シリーズ
使用可能ポート

RS-232C RS-422/485(4 線式 ) RS-422/485(2 線式 )

PS-2000B COM1*1、COM2、
COM3*1、COM4

*1 RI/5V を切替えることができます。IPC の切替えスイッチで切替えてください。

- -

PS-3450A、PS-3451A、
PS3000-BA、PS3001-BD

COM1、COM2*1*2

*2 通信方式をディップスイッチで設定する必要があります。使用する通信方式に合わせて、以下
のように設定してください。

COM2*1*2 COM2*1*2

PS-3650A(T41 機種 )、
PS-3651A(T41 機種 )

COM1*1 - -

PS-3650A(T42 機種 )、
PS-3651A(T42 機種 )

COM1*1*2、COM2 COM1*1*2 COM1*1*2

PS-3700A (Pentium®4-M)
PS-3710A

COM1*1、COM2*1、
COM3*2、COM4

COM3*2 COM3*2

PS-3711A COM1*1、COM2*2 COM2*2 COM2*2

PS4000*3 COM1、COM2 - -

PL3000
COM1*1*2、
COM2*1、COM3、
COM4

COM1*1*2 COM1*1*2

PE-4000B Atom N270 COM1、 COM2 - -

PE-4000B Atom N2600 COM1、 COM2
COM3*4、COM4*4、
COM5*4、COM6*4

COM3*4、COM4*4、
COM5*4、COM6*4

PS5000 ( スリムパネルタ
イプ Core i3 モデル )*5 *6 COM1、COM2*4 COM2*4 COM2*4

PS5000 ( スリムパネルタ
イプ Atom モデル )*5 *6 COM1、COM2*7 COM2*7 COM2*7

PS5000 ( 耐環境パネルタ
イプ )*8 COM1 - -

PS5000 ( モジュラータイ
プ PFXPU/PFXPP)*5 *6

PS5000 ( モジュラータイ
プ PFXPL2B5-6)

COM1*7 COM1*7 COM1*7

PS5000 ( モジュラータイ
プ PFXPL2B1-4)

COM1、COM2*7 COM2*7 COM2*7

PS6000（アドバンスド
ボックス）
PS6000（スタンダード
ボックス） 

COM1*9 *10 *10

PS6000（ベーシックボッ
クス）

COM1*9 COM1*9 COM1*9
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ディップスイッチの設定 (PL3000/PS3000 シリーズ )

RS-232C

*3 拡張スロットに搭載した COM ポートと接続機器を通信させる場合、通信方式は RS-232C のみ
サポートします。ただし、COM ポートの仕様上、ER(DTR/CTS) 制御はできません。 
接続機器との接続には自作ケーブルを使用し、ピン番号 1、4、6、9 には何も接続しないでくだ
さい。ピン配列は IPC のマニュアルを参照してください。

*4 通信方式を BIOS で設定する必要があります。BIOS の詳細は IPC のマニュアルを参照してくだ
さい。

*5 RS-232C/422/485 インターフェイスモジュールと接続機器を通信させる場合、IPC(RS-232C) ま
たは PS5000(RS-422/485) の結線図を使用してください。ただし PFXZPBMPR42P2 をフロー制御
なしの RS-422/485(4 線式 ) として使用する場合は 7.RTS+ と 8.CTS+、6.RTS- と 9.CTS- を接続
してください。 
接続機器との接続でRS-422/485通信を使用するときには通信速度を落として送信ウェイトを増
やすことが必要な場合があります。

*6 RS-232C/422/485 インターフェイスモジュールで RS-422/485 通信を使用するにはディップス
イッチの設定が必要です。サポート専用サイトの「よくある質問」(FAQ) を参照してください。 
(http://www.pro-face.com/trans/ja/manual/1001.html)

*7 通信方式をディップスイッチで設定する必要があります。ディップスイッチの詳細は IPC のマ
ニュアルを参照してください。 
ボックス Atom には RS-232C、RS-422/485 モードを設定するスイッチがありません。通信方式
は BIOS で設定してください。

*8 接続機器との接続には自作ケーブルを使用し、表示器側のコネクタを M12 A コード 8 ピン ( ソ  
ケット ) に読み替えてください。ピン配列は結線図に記載している内容と同じです。M12 A コー 
ドのコネクタには PFXZPSCNM122 を使用してください。

*9 本体上の COM1 以外に、オプションインターフェイス上の COM ポートを使用することもでき
ます。

*10 拡張スロットにオプションインターフェイスを取り付ける必要があります。

ディップスイッチ 設定値 設定内容

1 OFF*1
予約（常時 OFF）

2 OFF
通信方式：RS-232C

3 OFF

4 OFF SD(TXD) の出力モード：常に出力

5 OFF SD(TXD) への終端抵抗挿入 (220)：なし

6 OFF RD(RXD) への終端抵抗挿入 (220)：なし

7 OFF SDA(TXA) と RDA(RXA) の短絡：しない

8 OFF SDB(TXB) と RDB(RXB) の短絡：しない

項目 FAQ ID

PFXZPBMPR42P2のRS422/485切り替え方法 FA263858

PFXZPBMPR42P2の終端抵抗設定 FA263974

PFXZPBMPR44P2のRS422/485切り替え方法 FA264087

PFXZPBMPR44P2の終端抵抗設定 FA264088
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RS-422/485（4 線式）

RS-422/485（2 線式）

9 OFF
RS(RTS) 自動制御モード：無効

10 OFF

*1 PS-3450A、PS-3451A、PS3000-BA、PS3001-BD を使用する場合のみ設定値を ON にする
必要があります。

ディップスイッチ 設定値 設定内容

1 OFF 予約（常時 OFF）

2 ON
通信方式：RS-422/485

3 ON

4 OFF SD(TXD) の出力モード：常に出力

5 OFF SD(TXD) への終端抵抗挿入 (220)：なし

6 OFF RD(RXD) への終端抵抗挿入 (220)：なし

7 OFF SDA(TXA) と RDA(RXA) の短絡：しない

8 OFF SDB(TXB) と RDB(RXB) の短絡：しない

9 OFF
RS(RTS) 自動制御モード：無効

10 OFF

ディップスイッチ 設定値 設定内容

1 OFF 予約（常時 OFF）

2 ON
通信方式：RS-422/485

3 ON

4 OFF SD(TXD) の出力モード：常に出力

5 OFF SD(TXD) への終端抵抗挿入 (220)：なし

6 OFF RD(RXD) への終端抵抗挿入 (220)：なし

7 ON SDA(TXA) と RDA(RXA) の短絡：する

8 ON SDB(TXB) と RDB(RXB) の短絡：する

9 ON
RS(RTS) 自動制御モード：有効

10 ON

ディップスイッチ 設定値 設定内容
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2 接続機器の選択

表示器と接続する接続機器を選択します。

設定項目 設定内容

接続機器数 設定するシリーズ数を「1 ～ 4」で入力します。

メーカー 接続する接続機器のメーカーを選択します。「富士電機（株）」を選択します。

シリーズ

接続する接続機器の機種（シリーズ）と接続方法を選択します。「インバータ
SIO」を選択します。
「インバータ SIO」で接続できる接続機器はシステム構成で確認してください。

「1 システム構成」（3 ページ）

ポート 接続機器と接続する表示器のポートを選択します。

システムエリアを使用
する

本ドライバでは使用できません。
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3 通信設定例

（株）デジタルが推奨する表示器と接続機器の通信設定例を示します。

3.1 設定例 1

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、[ プロジェクト ] メニューの [ システム設定 ]-[ 接続機器設定 ] をクリック

します。

• 送信ウェイトは 1（ms）以上に設定してください。



インバータ SIO ドライバ 

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 10

◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。

複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器を追加 ] をクリック

することで、接続機器を増やすことができます。

■ 接続機器の設定

通信設定は、接続機器前面のタッチパネルの PRG キー、FUNC/DATA キー、アップキー、ダウンキー

または SHIFT キーで行います。詳細は接続機器のマニュアルを参照してください。

1 接続機器の電源を ON します。

2 PRG キーを押してプログラムメニューに移行します。

3［1. DATA SET］を選択し、FUNC/DATA キーを押します。

4 アップキー、ダウンキーまたは SHIFT キーを押して設定する機能コードを選択します。

5 FUNC/DATA キーを押します。

6 アップキー、ダウンキーまたは SHIFT キーを押して設定値を表示します。

7 FUNC/DATA キーを押します。

8 PRG キーを押して運転モードに移行します。

9 接続機器を再起動します。

以上で接続機器の設定は完了です。

機能コード 設定値 設定内容

H31 1 ステーションアドレス

H34 1 伝送速度

H35 0 データ長選択

H36 0 パリティビット選択

H37 0 ストップビット選択
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3.2 設定例 2

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、[ プロジェクト ] メニューの [ システム設定 ]-[ 接続機器設定 ] をクリック

します。

◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。

複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器を追加 ] をクリック

することで、接続機器を増やすことができます。

• 送信ウェイトは 10（ms）以上に設定してください。
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■ 接続機器の設定

通信設定は、接続機器前面のタッチパネルの FUNC/DATA キー、アップキー、ダウンキーまたは

PRG/RESET キーで行います。詳細は接続機器のマニュアルを参照してください。

1 接続機器の電源を ON します。

2 PRG/RESET キーを押してプログラムモードに移行します。

3 アップキーまたはダウンキーを押して設定する機能コードを表示します。

4 FUNC/DATA キーを押します。

5 アップキーまたはダウンキーを押して設定値を表示します。

6 FUNC/DATA キーを押します。

7 PRG/RESET キーを押して通常モードに移行します。

8 接続機器を再起動します。

以上で接続機器の設定は完了です。

機能コード 設定値 設定内容

H31 1 ステーションアドレス

H34 1 伝送速度

H35 0 データ長選択

H36 0 パリティビット選択

H37 1 ストップビット選択
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3.3 設定例 3

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、[ プロジェクト ] メニューの [ システム設定 ]-[ 接続機器設定 ] をクリック

します。

◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。

複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器を追加 ] をクリック

することで、接続機器を増やすことができます。

• 送信ウェイトは 10（ms）以上に設定してください。
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■ 接続機器の設定

通信設定は、接続機器前面のタッチパネルの FUNC/DATA キー、アップキー、ダウンキーまたは

PRG/RESET キーで行います。詳細は接続機器のマニュアルを参照してください。

1 接続機器の電源を ON します。

2 PRG/RESET キーを押してプログラムモードに移行します。

3 アップキーまたはダウンキーを押して機能コード [o00] を表示します。

4 FUNC/DATA キーを押します。

5 アップキーまたはダウンキーを押して設定値を表示します。

6 FUNC/DATA キーを押します。

7 アップキーまたはダウンキーを押して設定する機能コードを表示します。

8 アップキーまたはダウンキーを押して設定値を表示します。

9 FUNC/DATA キーを押します。

10 PRG/RESET キーを押して通常モードに移行します。

11 接続機器を再起動します。

以上で接続機器の設定は完了です。

機能コード 設定値 設定内容

o00 1 オプション選択（RS-485 通信）

機能コード 設定値 設定内容

o01 1 ステーションアドレス

o04 1 伝送速度

o05 0 データ長選択

o06 0 パリティビット選択

o07 0 ストップビット選択
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3.4 設定例 4

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、[ プロジェクト ] メニューの [ システム設定 ]-[ 接続機器設定 ] をクリック

します。

◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。

複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器を追加 ] をクリック

することで、接続機器を増やすことができます。

• 送信ウェイトは 5（ms）以上に設定してください。
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■ 接続機器の設定

通信設定は、接続機器前面のタッチパネルの FUNC/DATA キー、アップキー、ダウンキーまたは

PRG/RESET キーで行います。詳細は接続機器のマニュアルを参照してください。

1 接続機器の電源を ON します。

2 PRG/RESET キーを押してプログラムモードに移行します。

3 アップキーまたはダウンキーを押して機能コードグループ [1.Y_ _ ] を表示します。

4 FUNC/DATA キーを押します。

5 アップキーまたはダウンキーを押して設定する機能コードを表示します。

6 FUNC/DATA キーを押します。

7 アップキーまたはダウンキーを押して設定値を表示します。

8 FUNC/DATA キーを押します。

9 PRG/RESET キーを押して運転モードに移行します。

10 接続機器を再起動します。

以上で接続機器の設定は完了です。

機能コード 設定値 設定内容

Y01 1 ステーションアドレス

Y04 2 伝送速度

Y05 0 データ長選択

Y06 0 パリティビット選択

Y07 0 ストップビット選択

Y10 2 プロトコル選択
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3.5 設定例 5

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、[ プロジェクト ] メニューの [ システム設定 ]-[ 接続機器設定 ] をクリック

します。

◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。

複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器を追加 ] をクリック

することで、接続機器を増やすことができます。

• 送信ウェイトは 5（ms）以上に設定してください。
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■ 接続機器の設定

通信設定は、接続機器前面のタッチパネルの FUNC/DATA キー、アップキー、ダウンキーまたは

PRG/RESET キーで行います。詳細は接続機器のマニュアルを参照してください。

1 接続機器の電源を ON します。

2 PRG/RESET キーを押してプログラムモードに移行します。

3 アップキーまたはダウンキーを押して機能コードグループ [1.Y_ _ ] を表示します。

4 FUNC/DATA キーを押します。

5 アップキーまたはダウンキーを押して設定する機能コードを表示します。

6 FUNC/DATA キーを押します。

7 アップキーまたはダウンキーを押して設定値を表示します。

8 FUNC/DATA キーを押します。

9 PRG/RESET キーを押して運転モードに移行します。

10 接続機器を再起動します。

以上で接続機器の設定は完了です。

機能コード 設定値 設定内容

Y11 1 ステーションアドレス

Y14 2 伝送速度

Y15 0 データ長選択

Y16 0 パリティビット選択

Y17 0 ストップビット選択

Y20 2 プロトコル選択
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3.6 設定例 6

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、[ プロジェクト ] メニューの [ システム設定 ]-[ 接続機器設定 ] をクリック

します。

◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。

複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器を追加 ] をクリック

することで、接続機器を増やすことができます。

• 送信ウェイトは 5（ms）以上に設定してください。
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■ 接続機器の設定

通信設定は、接続機器前面のタッチパネルの FUNC/DATA キー、アップキー、ダウンキーまたは

PRG/RESET キーで行います。詳細は接続機器のマニュアルを参照してください。

1 接続機器の電源を ON します。

2 PRG/RESET キーを押してプログラムモードに移行します。

3 アップキーまたはダウンキーを押して機能コードグループ [1.Y_ _ ] を表示します。

4 FUNC/DATA キーを押します。

5 アップキーまたはダウンキーを押して設定する機能コードを表示します。

6 FUNC/DATA キーを押します。

7 アップキーまたはダウンキーを押して設定値を表示します。

8 FUNC/DATA キーを押します。

9 PRG/RESET キーを押して運転モードに移行します。

10 接続機器を再起動します。

以上で接続機器の設定は完了です。

機能コード 設定値 設定内容

Y01 1 ステーションアドレス

Y04 2 伝送速度

Y05 0 データ長選択

Y06 0 パリティビット選択

Y07 0 ストップビット選択

Y10 2 プロトコル選択
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3.7 設定例 7

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、[ プロジェクト ] メニューの [ システム設定 ]-[ 接続機器設定 ] をクリック

します。

◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。

複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器を追加 ] をクリック

することで、接続機器を増やすことができます。

• 送信ウェイトは 5（ms）以上に設定してください。
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■ 接続機器の設定

通信設定は、接続機器前面のタッチパネルの FUNC/DATA キー、アップキー、ダウンキーまたは

PRG/RESET キーで行います。詳細は接続機器のマニュアルを参照してください。

1 接続機器の電源を ON します。

2 PRG/RESET キーを押してプログラムモードに移行します。

3 アップキーまたはダウンキーを押して機能コードグループ [1.Y_ _ ] を表示します。

4 FUNC/DATA キーを押します。

5 アップキーまたはダウンキーを押して設定する機能コードを表示します。

6 FUNC/DATA キーを押します。

7 アップキーまたはダウンキーを押して設定値を表示します。

8 FUNC/DATA キーを押します。

9 PRG/RESET キーを押して運転モードに移行します。

10 接続機器を再起動します。

以上で接続機器の設定は完了です。

機能コード 設定値 設定内容

Y01 1 ステーションアドレス

Y04 2 伝送速度

Y05 0 データ長選択

Y06 0 パリティビット選択

Y07 0 ストップビット選択

Y10 2 プロトコル選択
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3.8 設定例 8

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、[ プロジェクト ] メニューの [ システム設定 ]-[ 接続機器設定 ] をクリック

します。

◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。

複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器を追加 ] をクリック

することで、接続機器を増やすことができます。

• 送信ウェイトは 5（ms）以上に設定してください。
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■ 接続機器の設定

通信設定は、接続機器前面のタッチパネルの FUNC/DATA キー、アップキー、ダウンキーまたは

PRG/RESET キーで行います。詳細は接続機器のマニュアルを参照してください。

1 接続機器の電源を ON します。

2 PRG/RESET キーを押してプログラムモードに移行します。

3 アップキーまたはダウンキーを押して機能コードグループ [1.Y_ _ ] を表示します。

4 FUNC/DATA キーを押します。

5 アップキーまたはダウンキーを押して設定する機能コードを表示します。

6 FUNC/DATA キーを押します。

7 アップキーまたはダウンキーを押して設定値を表示します。

8 FUNC/DATA キーを押します。

9 PRG/RESET キーを押して運転モードに移行します。

10 接続機器を再起動します。

以上で接続機器の設定は完了です。

機能コード 設定値 設定内容

Y11 1 ステーションアドレス

Y14 2 伝送速度

Y15 0 データ長選択

Y16 0 パリティビット選択

Y17 0 ストップビット選択

Y20 2 プロトコル選択
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3.9 設定例 9

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、[ プロジェクト ] メニューの [ システム設定 ]-[ 接続機器設定 ] をクリック

します。

◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。

複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器を追加 ] をクリック

することで、接続機器を増やすことができます。

• 送信ウェイトは 5（ms）以上に設定してください。
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■ 接続機器の設定

通信設定は、接続機器前面のタッチパネルの FUNC/DATA キー、アップキー、ダウンキーまたは

PRG/RESET キーで行います。詳細は接続機器のマニュアルを参照してください。

1 接続機器の電源を ON します。

2 PRG/RESET キーを押してプログラムモードに移行します。

3 アップキーまたはダウンキーを押して機能コードグループ [1.Y_ _ ] を表示します。

4 FUNC/DATA キーを押します。

5 アップキーまたはダウンキーを押して設定する機能コードを表示します。

6 FUNC/DATA キーを押します。

7 アップキーまたはダウンキーを押して設定値を表示します。

8 FUNC/DATA キーを押します。

9 PRG/RESET キーを押して運転モードに移行します。

10 接続機器を再起動します。

以上で接続機器の設定は完了です。

機能コード 設定値 設定内容

Y01 1 ステーションアドレス

Y04 2 伝送速度

Y05 0 データ長選択

Y06 0 パリティビット選択

Y07 0 ストップビット選択

Y10 2 プロトコル選択
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3.10 設定例 10

■ GP-Pro EX の設定

◆通信設定

設定画面を表示するには、[ プロジェクト ] メニューの [ システム設定 ]-[ 接続機器設定 ] をクリック

します。

◆機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。

複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器を追加 ] をクリック

することで、接続機器を増やすことができます。

• 送信ウェイトは 5（ms）以上に設定してください。
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■ 接続機器の設定

通信設定は、接続機器前面のタッチパネルの FUNC/DATA キー、アップキー、ダウンキーまたは

PRG/RESET キーで行います。詳細は接続機器のマニュアルを参照してください。

1 接続機器の電源を ON します。

2 PRG/RESET キーを押してプログラムモードに移行します。

3 アップキーまたはダウンキーを押して機能コードグループ [1.Y_ _ ] を表示します。

4 FUNC/DATA キーを押します。

5 アップキーまたはダウンキーを押して設定する機能コードを表示します。

6 FUNC/DATA キーを押します。

7 アップキーまたはダウンキーを押して設定値を表示します。

8 FUNC/DATA キーを押します。

9 PRG/RESET キーを押して運転モードに移行します。

10 接続機器を再起動します。

以上で接続機器の設定は完了です。

機能コード 設定値 設定内容

Y11 1 ステーションアドレス

Y14 2 伝送速度

Y15 0 データ長選択

Y16 0 パリティビット選択

Y17 0 ストップビット選択

Y20 2 プロトコル選択
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4 設定項目

表示器の通信設定は GP-Pro EX、または表示器のオフラインモードで設定します。

各項目の設定は接続機器の設定と一致させる必要があります。

「3 通信設定例」（9 ページ）

4.1 GP-Pro EX で設定する場合

■ 通信設定

設定画面を表示するには、[ プロジェクト ] メニューの [ システム設定 ]-[ 接続機器設定 ] をクリック

します。

設定項目 設定内容

通信方式

接続機器と通信する通信方式を選択します。

通信設定を行う場合、[ 通信方式 ] は表示器のシリアルインターフェイスの仕様
を確認し、正しく設定してください。
シリアルインターフェイスが対応していない通信方式を選択した場合の動作は保
証できません。
シリアルインターフェイスの仕様については表示器のマニュアルを参照してくだ
さい。

通信速度 接続機器と表示器間の通信速度を選択します。

データ長 データ長を選択します。

パリティ パリティチェックの方法を選択します。

ストップビット ストップビット長を選択します。

次のページに続きます。
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■ 機器設定

設定画面を表示するには、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から設定したい接続機器の ([ 設定 ])

をクリックします。

複数の接続機器を接続する場合は、[ 接続機器設定 ] の [ 機器別設定 ] から [ 機器を追加 ] をクリック

することで、接続機器を増やすことができます。

フロー制御 送受信データのオーバーフローを防ぐために行う通信制御の方式を選択します。

タイムアウト

表示器が接続機器からの応答を待つ時間（s）を「1 ～ 127」で入力します。

• タイムアウトの設定値が 10（s）未満で表示器から接続機器を初期化する場合、
タイムアウトは 10（s）に変更されます。初期化後は設定値に戻ります。

リトライ
接続機器からの応答がない場合に、表示器がコマンドを再送信する回数を「0 ～
255」で入力します。

送信ウェイト
表示器がパケットを受信してから、次のコマンドを送信するまでの待機時間
（ms）を「0 ～ 255」で入力します。

• 間接機器については GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してください。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「運転中に接続機器を切り替えたい（間接

機器指定）」

設定項目 設定内容

シリーズ 接続機器のシリーズを選択します。

ステーションアドレス 接続機器のステーションアドレスを「1 ～ 31」で入力します。

設定項目 設定内容
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4.2 オフラインモードの通信設定

■ 通信設定

設定画面を表示するには、オフラインモードの [ 周辺機器設定 ] から [ 接続機器設定 ] をタッチしま

す。表示された一覧から設定したい接続機器をタッチします。

• オフラインモードへの入り方や操作方法は保守 / トラブル解決ガイドを参照してく

ださい。

参照：保守 / トラブル解決ガイド「オフラインモードについて」

• オフラインモードは使用する表示器によって 1 画面に表示できる設定項目数が異な

ります。詳細はリファレンスマニュアルを参照してください。

設定項目 設定内容

通信方式

接続機器と通信する通信方式を選択します。

通信設定を行う場合、[ 通信方式 ] は表示器のシリアルインターフェイスの仕様
を確認し、正しく設定してください。
シリアルインターフェイスが対応していない通信方式を選択した場合の動作は保
証できません。
シリアルインターフェイスの仕様については表示器のマニュアルを参照してくだ
さい。

通信速度 接続機器と表示器間の通信速度を選択します。

データ長 データ長を選択します。

パリティ パリティチェックの方法を選択します。

ストップビット ストップビット長を選択します。

フロー制御 送受信データのオーバーフローを防ぐために行う通信制御の方式を選択します。

次のページに続きます。
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■ 機器設定

設定画面を表示するには、[ 周辺機器設定 ] から [ 接続機器設定 ] をタッチします。表示された一 覧か

ら設定したい接続機器をタッチし、[ 機器設定 ] をタッチします。

タイムアウト

表示器が接続機器からの応答を待つ時間（sec）を「1 ～ 127」で入力します。

• タイムアウトの設定値が 10（s）未満で表示器から接続機器を初期化する場合、
タイムアウトは 10（s）に変更されます。初期化後は設定値に戻ります。

リトライ
接続機器からの応答がない場合に、表示器がコマンドを再送信する回数を「0 ～
255」で入力します。

送信ウェイト
表示器がパケットを受信してから、次のコマンドを送信するまでの待機時間
（ms）を「0 ～ 255」で入力します。

設定項目 設定内容

接続機器名
機設定する接続機器を選択します。接続機器名は GP-Pro EX で設定する接続機器
の名称です。( 初期値 [PLC1])

シリーズ 接続機器のシリーズを表示します。

ステーションアドレス 接続機器のステーションアドレスを「1 ～ 31」で入力します。

設定項目 設定内容
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5 結線図

以下に示す結線図と富士電機（株）が推奨する結線図が異なる場合がありますが、本書に示す結線図

でも動作上問題ありません。

• 接続機器本体の FG 端子は D 種接地を行ってください。詳細は接続機器のマニュアルを参照して

ください。

• 表示器内部で SG と FG は接続されています。接続機器と SG を接続する場合は短絡ループが形成

されないようにシステムを設計してください。

• ノイズなどの影響で通信が安定しない場合はアイソレーションユニットを接続してください。

結線図 1

表示器

（接続ポート）
ケーブル 備考

GP3000*1 (COM1)
AGP-3302B (COM2)
GP-4*01TM (COM1)
GP-Rear Module 
(COM1)
ST*2 (COM2)
LT3000 (COM1)

1A

（株）デジタル製 COM ポート変換アダプタ
CA3-ADPCOM-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

1B 自作ケーブル

GP3000*3 (COM2)

1C

（株）デジタル製 オンラインアダプタ
CA4-ADPONL-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

1D

（株）デジタル製 オンラインアダプタ
CA4-ADPONL-01

＋
自作ケーブル

IPC*4
1E

（株）デジタル製 COM ポート変換アダプタ
CA3-ADPCOM-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

1F 自作ケーブル

GP-4106 (COM1)
GP-4116T (COM1)

1G 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

GP-4107 (COM1)
GP-4*03T*5 (COM2)
GP-4203T (COM1)

1H 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

次のページに続きます。
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• 接続ケーブルとして古河電気工業株式会社 製 AWM2789 長距離接続用ケーブルを推奨します。

GP4000*6 (COM2)
GP-4201T (COM1)
SP5000*7 (COM1/2)
SP-5B00 (COM2)
ST6000*8 (COM2)
ST-6200 (COM1)
STM6000 (COM1)
STC6000 (COM1)
PS6000 ( ベーシック
ボックス ) (COM1/2)

1I

（株）デジタル製 RS-422 端子台変換アダプタ
PFXZCBADTM1*9

+
自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

1B 自作ケーブル

LT-4*01TM (COM1)
LT-Rear Module 
(COM1)

1J
( 株 ) デジタル製 RJ45 RS-485 ケーブル (5m)

PFXZLMCBRJR81 ケーブル長：
200m 以内

PE-4000B*10

PS5000*10

PS6000 ( オプションイ
ンターフェイス )*10

1K 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

*1 AGP-3302B を除く全 GP3000 機種

*2 AST-3211A および AST-3302B を除く全 ST 機種

*3 GP-3200 シリーズおよび AGP-3302B を除く全 GP3000 機種

*4 RS-422/485(2 線式 ) で通信できる COM ポートのみ使用できます。(PE-4000B、PS5000 および PS6000  
を除く )
■ IPC の COM ポートについて （5 ページ）

*5 GP-4203T を除く

*6 GP-4100 シリーズ、GP-4*01TM、GP-Rear Module、GP-4201T および GP-4*03T を除く全 GP4000 機種

*7 SP-5B00 を除く

*8 ST-6200 を除く

*9 RS-422 端子台変換アダプタの代わりにコネクタ端子台変換アダプタ (CA3-ADPTRM-01) を使用する
場合、1A の結線図を参照してください。

*10 RS-422/485(2 線式 ) で通信できる COM ポートのみ使用できます。
■ IPC の COM ポートについて （5 ページ）

表示器

（接続ポート）
ケーブル 備考
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• 使用環境によっては，接続機器から発生するノイズによって誤動作することがあり

ます。このような場合，ケーブルにフェライトコアやコンデンサの接続をしてくだ

さい。

G

SD

DX(-)

DX(+)

FG

RDB

RDA

2 3
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1A)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

RDA

SDA

SDB

FG

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

RDA

SDA

SDB

FG

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

DX(+)

DX(-)

SD
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1B)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

120  (1/2W)

SDA3

RDB2

SG5

4 ERA

SDB

ERB

7

9

CSB6

FG

RDA1

CSA8

D-Sub 9  

 
DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

120  (1/2W)

SDA3

RDB2

SG5

4 ERA

SDB

ERB

7

9

CSB6

FG

RDA1

CSA8

D-Sub 9  

 
DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)
DX(+)

DX(-)

SD
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1C)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

RDA

SDA

SDB

FG

CA4-ADPONL-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

RDA

SDA

SDB

FG

CA4-ADPONL-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

DX(+)

DX(-)

SD
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1D)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

CA4-ADPONL-01

RDB7

RDA2

SDB8

9 TRMTX

SDA

FG

3

TRMRX1

SG5

D-Sub 9  

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

CA4-ADPONL-01

RDB7

RDA2

SDB8

9 TRMTX

SDA

FG

3

TRMRX1

SG5

D-Sub 9  

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

DX(+)

DX(-)

SD
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1E)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

RDA

FG

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

SDA

SDB

RDA

SDA

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

DX(+)

DX(-)

SD

SDB

FG
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1F)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

120  (1/2W)

NC3

DATA-2

SG5

4 ERA

NC

ERB

7

9

CSB6

FG

DATA+1

CSA8

D-Sub 9  

 

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

120  (1/2W)

NC3

DATA-2

SG5

4 ERA

NC

ERB

7

9

CSB6

FG

DATA+1

CSA8

D-Sub 9  

 

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

DX(+)

DX(-)

SD
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1G)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

*1 表示器に内蔵している抵抗を終端抵抗として使用します。表示器背面のディップスイッチを
以下のように設定してください。

ディップスイッチ 設定内容

1 OFF

2 OFF

3 ON

4 ON

 

SDA
RDB

SG
ERA

SDB

ERB
CSB

RDA

CSA

 
DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

 

SDA
RDB

SG
ERA

SDB

ERB
CSB

RDA

CSA

 
DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)
DX(+)

DX(-)

SD
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1H)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 表示器 の 5V 出力（6 番ピン）は Siemens 製 PROFIBUS コネクタ用電源です。そ

の他の機器の電源には使用できません。

• GP-4107 の COM では SG と FG が絶縁されています。

120  (1/2W)

 

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

No.

3

8

1

2

4

6

7

9

LINE(+)

NC
NC

GND(SG)

RS(RTS)

5V

NC

NC

LINE(-)

FG

5

120  (1/2W)

 

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)
DX(+)

DX(-)

SD

No.

3

8

1

2

4

6

7

9

LINE(+)

NC
NC

GND(SG)

RS(RTS)

5V

NC

NC

LINE(-)

FG

5
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1I)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

RDA

SDA
SDB
FG

PFXZCBADTM1

TRM

RDB
DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

RDA

SDA
SDB
FG

PFXZCBADTM1

TRM

RDB
DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)
DX(+)

DX(-)

SD
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1J)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

番号 名称 備考

(1)
( 株 ) デジタル製 RJ45 RS-485 ケーブル (5m)

PFXZLMCBRJR81

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)D0

D1

(1)

DX(+)

DX(-)

SD

220Ω(1/4W)
DX(+)

DX(-)

SD

220Ω(1/4W)

D0

D1

(1)



インバータ SIO ドライバ 

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 46

1K)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

120  (1/2W)

NC3

DATA-1

GND5

4 NC

NC

NC

7

9

NC6

FG

DATA+2

NC8

D-Sub 9  

 

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)

DX(+)

DX(-)

SD

120 (1/2W)
DX(+)

DX(-)

SD

120  (1/2W)

NC3

DATA-1

GND5

4 NC

NC

NC

7

9

NC6

FG

DATA+2

NC8

D-Sub 9  
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結線図 2

表示器

（接続ポート）
ケーブル 備考

GP3000*1 (COM1)
AGP-3302B (COM2)
GP-4*01TM (COM1)
GP-Rear Module 
(COM1)
ST*2 (COM2)
LT3000 (COM1)

2A

（株）デジタル製 COM ポート変換アダプタ
CA3-ADPCOM-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

2B 自作ケーブル

GP3000*3 (COM2)

2C

（株）デジタル製 オンラインアダプタ
CA4-ADPONL-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

2D

（株）デジタル製 オンラインアダプタ
CA4-ADPONL-01

＋
自作ケーブル

IPC*4
2E

（株）デジタル製 COM ポート変換アダプタ
CA3-ADPCOM-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

2F 自作ケーブル

GP-4106 (COM1)
GP-4116T (COM1)

2G 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

GP-4107 (COM1)
GP-4*03T*5 (COM2)
GP-4203T (COM1)

2H 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

GP4000*6 (COM2)
GP-4201T (COM1)
SP5000*7 (COM1/2)
SP-5B00 (COM2)
ST6000*8 (COM2)
ST-6200 (COM1)
STM6000 (COM1)
STC6000 (COM1)
PS6000 ( ベーシック
ボックス ) (COM1/2)

2I

（株）デジタル製 RS-422 端子台変換アダプタ
PFXZCBADTM1*9

+
自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

2B 自作ケーブル

LT-4*01TM (COM1)
LT-Rear Module 
(COM1)

2J
( 株 ) デジタル製 RJ45 RS-485 ケーブル (5m)

PFXZLMCBRJR81 ケーブル長：
200m 以内
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• RJ-45 コネクタと RJ-45 コネクタ間の接続ケーブルとして以下のケーブルを推奨します。

市販の LAN ケーブルを使用する場合は、米国 ANSI/TIA/EIA-568A カテゴリ 5 の規格を満足する

10BASE-T/100BASE-TX 用ストレートケーブル（20m 以内）を使用してください。 

LAN ケーブルとしてサンワサプライ株式会社製 KB-10T5-01K（1m の場合）、KB-STP-01K（１ m 

の場合）（シールドケーブル，EMC 指令に適合させる場合）を推奨します。

• 表示器側の端子台と RJ-45 コネクタ間の接続ケーブルとして古河電気工業株式会社製 AWM2789 

長距離接続用ケーブルを推奨します。

• 接続機器の終端抵抗のスイッチは以下のように設定してください。

PE-4000B*10

PS5000*10

PS6000 ( オプションイ
ンターフェイス )*10

2K 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

*1 AGP-3302B を除く全 GP3000 機種

*2 AST-3211A および AST-3302B を除く全 ST 機種

*3 GP-3200 シリーズおよび AGP-3302B を除く全 GP3000 機種

*4 RS-422/485(2 線式 ) で通信できる COM ポートのみ使用できます。(PE-4000B、PS5000 および PS6000  
を除く )
■ IPC の COM ポートについて （5 ページ）

*5 GP-4203T を除く

*6 GP-4100 シリーズ、GP-4*01TM、GP-Rear Module、GP-4201T および GP-4*03T を除く全 GP4000 機種

*7 SP-5B00 を除く

*8 ST-6200 を除く

*9 RS-422 端子台変換アダプタの代わりにコネクタ端子台変換アダプタ (CA3-ADPTRM-01) を使用する
場合、2A の結線図を参照してください。

*10 RS-422/485(2 線式 ) で通信できる COM ポートのみ使用できます。
■ IPC の COM ポートについて （5 ページ）

部品名称 形式 備考

富士電機システムズ（株）製
遠隔操作用延長ケーブル

CB-5S、CB-3S、
CB-1S

長さが 3 種類（5ｍ、3ｍ、1ｍ）
あります。

シリーズ スイッチ 設定

FVR-E11S SW2 ON

FRENIC-MEGA SW3 ON

FRENIC-Mini 
OPC-C1-RS card

SW1 ON

FRENIC-Eco SW3 ON

FRENIC-Multi SW3 ON

表示器

（接続ポート）
ケーブル 備考
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• 接続機器のシリーズにより、RJ-45 コネクタのピン番号が異なります。 

各シリーズに対応するピン番号は以下のとおりです。詳細は接続機器のマニュアルを参照してく

ださい。

ピン番号

FRENIC-MEGA
FRENIC-Mini
FRENIC-Eco
FRENIC-Multi

FVR-E11S

1 VCC (+5V) SEL_TP

2 GND GND

3 NC DX (-)

4 DX (-) DX (+)

5 DX (+) SEL_ANY

6 NC GND

7 GND VCC

8 VCC (+5V) VCC

• FRENIC-MEGA、FRENIC-Mini、FRENIC-Eco、FRENIC-Multi シリーズのピン番号

1、2、7、8 は通信に使用しないでください。詳細は接続機器のマニュアルを参照し

てください。

• FVR-E11S シリーズを使用する場合、VCC は接続ケーブルと接続しないでくださ

い。詳細は接続機器のマニュアルを参照してください。
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2A)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

• 分岐アダプタとして株式会社エスケイ工機製 MS8-BA-JJJ を推奨します。

RDA

SDA

SDB

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

RJ-45

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

RDA

SDA

SDB

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

RJ-45

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(-)

DX(+)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)
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2B)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

• 分岐アダプタとして株式会社エスケイ工機製 MS8-BA-JJJ を推奨します。

100  (1/2W)

SDA3

RDB2

SG5

4 ERA

SDB

ERB

7

9

CSB6

FG

RDA1

CSA8

D-Sub 9  

 

RJ-45

DX(+)

DX(-)

100  (1/2W)

SDA3

RDB2

SG5

4 ERA

SDB

ERB

7

9

CSB6

FG

RDA1

CSA8

D-Sub 9  

 

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(-)

DX(+)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)
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2C)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

• 分岐アダプタとして株式会社エスケイ工機製 MS8-BA-JJJ を推奨します。

RDA

SDA

SDB

CA4-ADPONL-01

CA3-ADPTRM-01

RJ-45

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

RDA

SDA

SDB

CA4-ADPONL-01

CA3-ADPTRM-01

RJ-45

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(-)

DX(+)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)
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2D)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

• 分岐アダプタとして株式会社エスケイ工機製 MS8-BA-JJJ を推奨します。

CA4-ADPONL-01

RDB7

RDA2

SDB8

9 TRMTX

SDA

FG

3

TRMRX1

SG5

D-Sub 9  

RJ-45

DX(+)

DX(-)

CA4-ADPONL-01

RDB7

RDA2

SDB8

9 TRMTX

SDA

FG

3

TRMRX1

SG5

D-Sub 9  

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(-)

DX(+)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)
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2E)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

• 分岐アダプタとして株式会社エスケイ工機製 MS8-BA-JJJ を推奨します。

RDA

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

RJ-45

DX(+)

DX(-)

SDA

SDB

RDA

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

RJ-45

DX(+)

DX(-)

SDA

SDB RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(-)

DX(+)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)
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2F)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

• 分岐アダプタとして株式会社エスケイ工機製 MS8-BA-JJJ を推奨します。

100  (1/2W)

NC3

DATA-2

SG5

4 ERA

NC

ERB

7

9

CSB6

FG

DATA+1

CSA8

D-Sub 9  

 

RJ-45

DX(+)

DX(-)

100  (1/2W)

NC3

DATA-2

SG5

4 ERA

NC

ERB

7

9

CSB6

FG

DATA+1

CSA8

D-Sub 9  

 

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(-)

DX(+)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)
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2G)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

*1 表示器に内蔵している抵抗を終端抵抗として使用します。表示器背面のディップスイッチを
以下のように設定してください。

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

• 分岐アダプタとして株式会社エスケイ工機製 MS8-BA-JJJ を推奨します。

ディップスイッチ 設定内容

1 OFF

2 OFF

3 ON

4 ON

 

SDA
RDB

SG
ERA

SDB

ERB
CSB

RDA

CSA

 

RJ-45

DX(+)

DX(-)

 

SDA
RDB

SG
ERA

SDB

ERB
CSB

RDA

CSA

 

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(-)

DX(+)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)
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2H)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 表示器 の 5V 出力（6 番ピン）は Siemens 製 PROFIBUS コネクタ用電源です。そ

の他の機器の電源には使用できません。

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

• 分岐アダプタとして株式会社エスケイ工機製 MS8-BA-JJJ を推奨します。

• GP-4107 の COM では SG と FG が絶縁されています。

100  (1/2W)

 

RJ-45

DX(+)

DX(-)

No.

3

8

1

2

4

6

7

9

LINE(+)

NC
NC

GND(SG)

RS(RTS)

5V

NC

NC

LINE(-)

FG

5

100  (1/2W)

 

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(-)

DX(+)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

No.

3

8

1

2

4

6

7

9

LINE(+)

NC
NC

GND(SG)

RS(RTS)

5V

NC

NC

LINE(-)

FG

5
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2I)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

• 分岐アダプタとして株式会社エスケイ工機製 MS8-BA-JJJ を推奨します。

RDA

SDA
SDB

PFXZCBADTM1

RJ-45
TRM

RDB
DX(+)

DX(-)

RDA

SDA
SDB

PFXZCBADTM1

RJ-45
TRM

RDB
DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(-)

DX(+)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)
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2J)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

番号 名称 備考

(1)
( 株 ) デジタル製 RJ45 RS-485 ケーブル (5m)

PFXZLMCBRJR81

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

• 分岐アダプタとして株式会社エスケイ工機製 MS8-BA-JJJ を推奨します。

RJ-45

DX(+)

DX(-)D0

D1

(1)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(-)

DX(+)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

:OFF

:ON

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

D0

D1

(1)
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2K)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

• 分岐アダプタとして株式会社エスケイ工機製 MS8-BA-JJJ を推奨します。

100  (1/2W)

NC3

DATA-1

GND5

4 NC

NC

NC

7

9

NC6

FG

DATA+2

NC8

D-Sub 9  

 

RJ-45

DX(+)

DX(-)

D-Sub 9  RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(-)

DX(+)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RJ-45

DX(+)

DX(-)

100  (1/2W)

NC3

DATA-1

GND5

4 NC

NC

NC

7

9

NC6

FG

DATA+2

NC8

D-Sub 9  
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結線図 3

表示器

（接続ポート）
ケーブル 備考

GP3000*1 (COM1)
AGP-3302B (COM2)
GP-4*01TM  (COM1)
GP-Rear Module 
(COM1)
ST*2 (COM2)
LT3000 (COM1)

3A

（株）デジタル製 COM ポート変換アダプタ
CA3-ADPCOM-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

3B 自作ケーブル

GP3000*3 (COM2)

3C

（株）デジタル製 オンラインアダプタ
CA4-ADPONL-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

3D

（株）デジタル製 オンラインアダプタ
CA4-ADPONL-01

＋
自作ケーブル

IPC*4
3E

（株）デジタル製 COM ポート変換アダプタ
CA3-ADPCOM-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

3F 自作ケーブル

GP-4106 (COM1)
GP-4116T (COM1)

3G 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

GP-4107 (COM1)
GP-4*03T*5 (COM2)
GP-4203T (COM1)

3H 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

GP4000*6 (COM2)
GP-4201T (COM1)
SP5000*7 (COM1/2)
SP-5B00 (COM2)
ST6000*8 (COM2)
ST-6200 (COM1)
STM6000 (COM1)
STC6000 (COM1)
PS6000 ( ベーシック
ボックス ) (COM1/2)

3I

（株）デジタル製 RS-422 端子台変換アダプタ
PFXZCBADTM1*9

+
自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

3B 自作ケーブル

LT-4*01TM (COM1)
LT-Rear Module 
(COM1)

3J
( 株 ) デジタル製 RJ45 RS-485 ケーブル (5m)

PFXZLMCBRJR81 ケーブル長：
200m 以内
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• 接続ケーブルとして古河電気工業株式会社 製 AWM2789 長距離接続用ケーブルを推奨します。

• 接続機器の終端抵抗のスイッチは以下のように設定してください。

PE-4000B*10

PS5000*10

PS6000 ( オプションイ
ンターフェイス )*10

3K 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

*1 AGP-3302B を除く全 GP3000 機種

*2 AST-3211A および AST-3302B を除く全 ST 機種

*3 GP-3200 シリーズおよび AGP-3302B を除く全 GP3000 機種

*4 RS-422/485(2 線式 ) で通信できる COM ポートのみ使用できます。(PE-4000B、PS5000 および PS6000  
を除く )
■ IPC の COM ポートについて （5 ページ）

*5 GP-4203T を除く

*6 GP-4100 シリーズ、GP-4*01TM、GP-Rear Module、GP-4201T および GP-4*03T を除く全 GP4000 機種

*7 SP-5B00 を除く

*8 ST-6200 を除く

*9 RS-422 端子台変換アダプタの代わりにコネクタ端子台変換アダプタ (CA3-ADPTRM-01) を使用する
場合、3A の結線図を参照してください。

*10 RS-422/485(2 線式 ) で通信できる COM ポートのみ使用できます。
■ IPC の COM ポートについて （5 ページ）

シリーズ スイッチ 設定

FRENIC-MEGA SW2 ON

FRENIC-Eco
OPC-F1-RS card

SW103 ON

• 使用環境によっては、接続機器から発生するノイズによって誤動作することがあり

ます。このような場合、ケーブルにフェライトコアの接続をしてください。

表示器

（接続ポート）
ケーブル 備考

DX-

DX+

FG

SDB

SDA

2 3

RS-485
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3A)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

RDA

SDA

SDB

FG

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

SD

RDA

SDA

SDB

FG

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

SD

DX(+)

DX(-)

SD
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3B)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

112  (1/2W)

SDA3

RDB2

SG5

4 ERA

SDB

ERB

7

9

CSB6

FG

RDA1

CSA8

D-Sub 9  

 
DX(+)

DX(-)

SD

112  (1/2W)

SDA3

RDB2

SG5

4 ERA

SDB

ERB

7

9

CSB6

FG

RDA1

CSA8

D-Sub 9  

 
DX(+)

DX(-)

SD

DX(+)

DX(-)

SD
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3C)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

RDA

SDA

SDB

FG

CA4-ADPONL-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

SD

RDA

SDA

SDB

FG

CA4-ADPONL-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

SD

DX(+)

DX(-)

SD
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3D)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

CA4-ADPONL-01

RDB7

RDA2

SDB8

9 TRMTX

SDA

FG

3

TRMRX1

SG5

D-Sub 9  

DX(+)

DX(-)

SD

CA4-ADPONL-01

RDB7

RDA2

SDB8

9 TRMTX

SDA

FG

3

TRMRX1

SG5

D-Sub 9  

DX(+)

DX(-)

SD

DX(+)

DX(-)

SD
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3E)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

RDA

SDA

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

SD

SDB

FG

RDA

SDA

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-)

SD

DX(+)

DX(-)

SD

SDB

FG
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3F)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

112  (1/2W)

NC3

DATA-2

SG5

4 ERA

NC

ERB

7

9

CSB6

FG

DATA+1

CSA8

D-Sub 9  

 

DX(+)

DX(-)

SD

112  (1/2W)

NC3

DATA-2

SG5

4 ERA

NC

ERB

7

9

CSB6

FG

DATA+1

CSA8

D-Sub 9  

 

DX(+)

DX(-)

SD

DX(+)

DX(-)

SD
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3G)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

*1 表示器に内蔵している抵抗を終端抵抗として使用します。表示器背面のディップスイッチを
以下のように設定してください。

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

ディップスイッチ 設定内容

1 OFF

2 OFF

3 ON

4 ON

 

SDA
RDB

SG
ERA

SDB

ERB
CSB

RDA

CSA

 
DX(+)

DX(-)

SD

 

SDA
RDB

SG
ERA

SDB

ERB
CSB

RDA

CSA

 
DX(+)

DX(-)

SD

DX(+)

DX(-)

SD
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3H)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 表示器の 5V 出力（6 番ピン）は Siemens 製 PROFIBUS コネクタ用電源です。その

他の機器の電源には使用できません。

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

• GP-4107 の COM では SG と FG が絶縁されています。

112  (1/2W)

 

DX(+)

DX(-)

SD

No.

3

8

1

2

4

6

7

9

LINE(+)

NC
NC

GND(SG)

RS(RTS)

5V

NC

NC

LINE(-)

FG

5

112  (1/2W)

 

DX(+)

DX(-)

SD

DX(+)

DX(-)

SD

No.

3

8

1

2

4

6

7

9

LINE(+)

NC
NC

GND(SG)

RS(RTS)

5V

NC

NC

LINE(-)

FG

5
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3I)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

RDA

SDA
SDB
FG

PFXZCBADTM1

TRM

RDB
DX(+)

DX(-)

SD

RDA

SDA
SDB
FG

PFXZCBADTM1

TRM

RDB
DX(+)

DX(-)

SD

DX(+)

DX(-)

SD
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3J)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

番号 名称 備考

(1)
( 株 ) デジタル製 RJ45 RS-485 ケーブル (5m)

PFXZLMCBRJR81

DX(+)

DX(-)

SD

D0

D1

(1)

DX(+)

DX(-)

SD

:OFF :OFF

DX(+)

DX(-)

SD

D0

D1

(1)

220Ω(1/4W)

220Ω(1/4W)
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3K)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

112  (1/2W)

NC3

DATA-1

GND5

4 NC

NC

NC

7

9

NC6

FG

DATA+2

NC8

D-Sub 9  

 

DX(+)

DX(-)

SD

DX(+)

DX(-)

SD

DX(+)

DX(-)

SD

112  (1/2W)

NC3

DATA-1

GND5

4 NC

NC

NC

7

9

NC6

FG

DATA+2

NC8

D-Sub 9  
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結線図 4

表示器

（接続ポート）
ケーブル 備考

GP3000*1 (COM1)
AGP-3302B (COM2)
GP-4*01TM  (COM1)
GP-Rear Module 
(COM1)
ST*2 (COM2)
LT3000 (COM1)

4A

（株）デジタル製 COM ポート変換アダプタ
CA3-ADPCOM-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

4B 自作ケーブル

GP3000*3 (COM2)

4C

（株）デジタル製 オンラインアダプタ
CA4-ADPONL-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

4D

（株）デジタル製 オンラインアダプタ
CA4-ADPONL-01

＋
自作ケーブル

IPC*4
4E

（株）デジタル製 COM ポート変換アダプタ
CA3-ADPCOM-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

4F 自作ケーブル

GP-4106 (COM1)
GP-4116T (COM1)

4G 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

GP-4107 (COM1)
GP-4*03T*5 (COM2)
GP-4203T (COM1)

4H 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

GP4000*6 (COM2)
GP-4201T (COM1)
SP5000*7 (COM1/2)
SP-5B00 (COM2)
ST6000*8 (COM2)
ST-6200 (COM1)
STM6000 (COM1)
STC6000 (COM1)
PS6000 ( ベーシック
ボックス ) (COM1/2)

4I

（株）デジタル製 RS-422 端子台変換アダプタ
PFXZCBADTM1*9

+
自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

4B 自作ケーブル

LT-4*01TM (COM1)
LT-Rear Module 
(COM1)

4J
( 株 ) デジタル製 RJ45 RS-485 ケーブル (5m)

PFXZLMCBRJR81 ケーブル長：
200m 以内
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• 接続ケーブルとして古河電気工業株式会社製 AWM2789 長距離接続用ケーブルを推奨します。

PE-4000B*10

PS5000*10

PS6000 ( オプションイ
ンターフェイス )*10

4K 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

*1 AGP-3302B を除く全 GP3000 機種

*2 AST-3211A および AST-3302B を除く全 ST 機種

*3 GP-3200 シリーズおよび AGP-3302B を除く全 GP3000 機種

*4 RS-422/485(2 線式 ) で通信できる COM ポートのみ使用できます。(PE-4000B、PS5000 および PS6000  
を除く )
■ IPC の COM ポートについて （5 ページ）

*5 GP-4203T を除く

*6 GP-4100 シリーズ、GP-4*01TM、GP-Rear Module、GP-4201T および GP-4*03T を除く全 GP4000 機種

*7 SP-5B00 を除く

*8 ST-6200 を除く

*9 RS-422 端子台変換アダプタの代わりにコネクタ端子台変換アダプタ (CA3-ADPTRM-01) を使用する
場合、4A の結線図を参照してください。

*10 RS-422/485(2 線式 ) で通信できる COM ポートのみ使用できます。
■ IPC の COM ポートについて （5 ページ）

表示器

（接続ポート）
ケーブル 備考
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4A)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

RDA

SDA

SDB

FG

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

RDA

SDA

SDB

FG

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

DX(+)

DX(-)
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4B)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

120  (1/2W)

SDA3

RDB2

SG5

4 ERA

SDB

ERB

7

9

CSB6

FG

RDA1

CSA8

D-Sub 9  

 
DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

120  (1/2W)

SDA3

RDB2

SG5

4 ERA

SDB

ERB

7

9

CSB6

FG

RDA1

CSA8

D-Sub 9  

 
DX(+)

DX(-)

120 (1/2W)
DX(+)

DX(-)
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4C)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

RDA

SDA

SDB

FG

CA4-ADPONL-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

RDA

SDA

SDB

FG

CA4-ADPONL-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

DX(+)

DX(-)
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4D)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

CA4-ADPONL-01

RDB7

RDA2

SDB8

9 TRMTX

SDA

FG

3

TRMRX1

SG5

D-Sub 9  

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

CA4-ADPONL-01

RDB7

RDA2

SDB8

9 TRMTX

SDA

FG

3

TRMRX1

SG5

D-Sub 9  

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

DX(+)

DX(-)
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4E)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

RDA

SDA

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

SDB

FG

RDA

SDA

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

DX(+)

DX(-)

SDB

FG
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4F)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

120  (1/2W)

NC3

DATA-2

SG5

4 ERA

NC

ERB

7

9

CSB6

FG

DATA+1

CSA8

D-Sub 9  

 

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

120  (1/2W)

NC3

DATA-2

SG5

4 ERA

NC

ERB

7

9

CSB6

FG

DATA+1

CSA8

D-Sub 9  

 

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

DX(+)

DX(-)
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4G)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

*1 表示器に内蔵している抵抗を終端抵抗として使用します。表示器背面のディップスイッチを
以下のように設定してください。

ディップスイッチ 設定内容

1 OFF

2 OFF

3 ON

4 ON

 

SDA
RDB

SG
ERA

SDB

ERB
CSB

RDA

CSA

 
DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

 

SDA
RDB

SG
ERA

SDB

ERB
CSB

RDA

CSA

 
DX(+)

DX(-)

120 (1/2W)
DX(+)

DX(-)
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4H)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 表示器 の 5V 出力（6 番ピン）は Siemens 製 PROFIBUS コネクタ用電源です。そ

の他の機器の電源には使用できません。

• GP-4107 の COM では SG と FG が絶縁されています。

120  (1/2W)

 

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

No.

3

8

1

2

4

6

7

9

LINE(+)

NC
NC

GND(SG)

RS(RTS)

5V

NC

NC

LINE(-)

FG

5

120  (1/2W)

 

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)
DX(+)

DX(-)

No.

3

8

1

2

4

6

7

9

LINE(+)

NC
NC

GND(SG)

RS(RTS)

5V

NC

NC

LINE(-)

FG

5
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4I)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

RDA

SDA
SDB
FG

PFXZCBADTM1

TRM

RDB
DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

RDA

SDA
SDB
FG

PFXZCBADTM1

TRM

RDB
DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)
DX(+)

DX(-)
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4J)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

番号 名称 備考

(1)
( 株 ) デジタル製 RJ45 RS-485 ケーブル (5m)

PFXZLMCBRJR81

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)D0

D1

(1)

DX(+)

DX(-) 220Ω(1/4W)
DX(+)

DX(-)

220Ω(1/4W)

D0

D1

(1)
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4K)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

120  (1/2W)

NC3

DATA-1

GND5

4 NC

NC

NC

7

9

NC6

FG

DATA+2

NC8

D-Sub 9  

 

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)

DX(+)

DX(-) 120 (1/2W)
DX(+)

DX(-)

120  (1/2W)

NC3

DATA-1

GND5

4 NC

NC

NC

7

9

NC6

FG

DATA+2

NC8

D-Sub 9  
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結線図 5

表示器

（接続ポート）
ケーブル 備考

GP3000*1 (COM1)
AGP-3302B (COM2)
GP-4*01TM  (COM1)
GP-Rear Module 
(COM1)
ST*2 (COM2)
LT3000 (COM1)

5A

（株）デジタル製 COM ポート変換アダプタ
CA3-ADPCOM-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

5B 自作ケーブル

GP3000*3 (COM2)

5C

（株）デジタル製 オンラインアダプタ
CA4-ADPONL-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

5D

（株）デジタル製 オンラインアダプタ
CA4-ADPONL-01

＋
自作ケーブル

IPC*4
5E

（株）デジタル製 COM ポート変換アダプタ
CA3-ADPCOM-01

＋
（株）デジタル製 コネクタ端子台変換アダプタ

CA3-ADPTRM-01
＋

自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

5F 自作ケーブル

GP-4106 (COM1)
GP-4116T (COM1)

5G 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

GP-4107 (COM1)
GP-4*03T*5 (COM2)
GP-4203T (COM1)

5H 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

GP4000*6 (COM2)
GP-4201T (COM1)
SP5000*7 (COM1/2)
SP-5B00 (COM2)
ST6000*8 (COM2)
ST-6200 (COM1)
STM6000 (COM1)
STC6000 (COM1)
PS6000 ( ベーシック
ボックス ) (COM1/2)

5I

（株）デジタル製 RS-422 端子台変換アダプタ
PFXZCBADTM1*9

+
自作ケーブル

ケーブル長：
500m 以内

5B 自作ケーブル

LT-4*01TM (COM1)
LT-Rear Module 
(COM1)

5J
( 株 ) デジタル製 RJ45 RS-485 ケーブル (5m)

PFXZLMCBRJR81 ケーブル長：
200m 以内
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• RJ-45 コネクタと RJ-45 コネクタ間の接続ケーブルとして以下のケーブルを推奨します。

市販の LAN ケーブルを使用する場合は、米国 ANSI/TIA/EIA-568A カテゴリ 5 の規格を満足する

10BASE-T/100BASE-TX 用ストレートケーブル（20m 以内）を使用してください。 

LAN ケーブルとしてサンワサプライ株式会社製 KB-10T5-01K（1m の場合）、KB-STP-01K（１ m 

の場合）（シールドケーブル，EMC 指令に適合させる場合）を推奨します。

• 表示器側の端子台と RJ-45 コネクタ間の接続ケーブルとして古河電気工業株式会社 製 AWM2789 

長距離接続用ケーブルを推奨します。

• 接続機器の終端抵抗のスイッチは以下のように設定してください。

PE-4000B*10

PS5000*10

PS6000 ( オプションイ
ンターフェイス )*10

5K 自作ケーブル
ケーブル長：
500m 以内

*1 AGP-3302B を除く全 GP3000 機種

*2 AST-3211A およい AST-3302B を除く全 ST 機種

*3 GP-3200 シリーズおよび AGP-3302B を除く全 GP3000 機種

*4 RS-422/485(2 線式 ) で通信できる COM ポートのみ使用できます。(PE-4000B、PS5000 および PS6000  
を除く )
■ IPC の COM ポートについて （5 ページ）

*5 GP-4203T を除く

*6 GP-4100 シリーズ、GP-4*01TM、GP-Rear Module、GP-4201T および GP-4*03T を除く全 GP4000 機種

*7 SP-5B00 を除く

*8 ST-6200 を除く

*9 RS-422 端子台変換アダプタの代わりにコネクタ端子台変換アダプタ (CA3-ADPTRM-01) を使用する
場合、5A の結線図を参照してください。

*10 RS-422/485(2 線式 ) で通信できる COM ポートのみ使用できます。
■ IPC の COM ポートについて （5 ページ）

部品名称 形式 備考

富士電機システムズ（株）製
遠隔操作用延長ケーブル

CB-5S、CB-3S、
CB-1S

長さが 3 種類（5ｍ、3ｍ、1ｍ）
あります。

シリーズ スイッチ 設定

FRENIC-Multi 
OPC-E1-RS card

SW9 ON

表示器

（接続ポート）
ケーブル 備考



インバータ SIO ドライバ 

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 89

• FRENIC-Multi シリーズの RJ-45 コネクタのピン番号は以下のとおりです。

ピン番号 FRENIC-Multi

1 VCC (+5V)

2 GND

3 NC

4 DX (-)

5 DX (+)

6 NC

7 GND

8 VCC (+5V)

• FRENIC-Multi シリーズのピン番号 1、2、7、8 は通信には使用しないでください。

詳細は接続機器のマニュアルを参照してください。
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5A)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

RDA

SDA

SDB

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

RDA

SDA

SDB

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

TRM

RDB

5

4

OPC-E1-RS

RJ-45

OPC-E1-RS

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

4 DX(-)

5 DX(+)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45
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5B)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

100  (1/2W)

SDA3

RDB2

SG5

4 ERA

SDB

ERB

7

9

CSB6

FG

RDA1

CSA8

D-Sub 9  

 

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

100  (1/2W)

SDA3

RDB2

SG5

4 ERA

SDB

ERB

7

9

CSB6

FG

RDA1

CSA8

D-Sub 9  

 

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

OPC-E1-RS

RJ-45

OPC-E1-RS

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

4 DX(-)

5 DX(+)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45
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5C)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

RDA

SDA

SDB

CA4-ADPONL-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

RDA

SDA

SDB

CA4-ADPONL-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

OPC-E1-RS

RJ-45

OPC-E1-RS

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

4 DX(-)

5 DX(+)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45
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5D)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

CA4-ADPONL-01

RDB7

RDA2

SDB8

9 TRMTX

SDA

FG

3

TRMRX1

SG5

D-Sub 9  

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

CA4-ADPONL-01

RDB7

RDA2

SDB8

9 TRMTX

SDA

FG

3

TRMRX1

SG5

D-Sub 9  

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

OPC-E1-RS

RJ-45

OPC-E1-RS

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

4 DX(-)

5 DX(+)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45
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5E)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

RDA

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

SDA

SDB

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

RDA

CA3-ADPCOM-01

CA3-ADPTRM-01

TRM

RDB

SDA

SDB

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

OPC-E1-RS

RJ-45

OPC-E1-RS

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

4 DX(-)

5 DX(+)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45
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5F)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

100  (1/2W)

NC3

DATA-2

SG5

4 ERA

NC

ERB

7

9

CSB6

FG

DATA+1

CSA8

D-Sub 9  

 

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

100  (1/2W)

NC3

DATA-2

SG5

4 ERA

NC

ERB

7

9

CSB6

FG

DATA+1

CSA8

D-Sub 9  

 

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

OPC-E1-RS

RJ-45

OPC-E1-RS

RJ-45

DX(+)

DX(-)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

4 DX(-)

5 DX(+)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45
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5G)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

*1 表示器に内蔵している抵抗を終端抵抗として使用します。表示器背面のディップスイッチを
以下のように設定してください。

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

ディップスイッチ 設定内容

1 OFF

2 OFF

3 ON

4 ON

 

SDA
RDB

SG
ERA

SDB

ERB
CSB

RDA

CSA

 

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

 

SDA
RDB

SG
ERA

SDB

ERB
CSB

RDA

CSA

 

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

OPC-E1-RS
RJ-45

OPC-E1-RS
RJ-45

DX(+)

DX(-)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

4 DX(-)

5 DX(+)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45
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5H)　

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 表示器の 5V 出力（6 番ピン）は Siemens 製 PROFIBUS コネクタ用電源です。その

他の機器の電源には使用できません。

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

• GP-4107 の COM では SG と FG が絶縁されています。

100  (1/2W)

 

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

No.

3

8

1

2

4

6

7

9

LINE(+)

NC
NC

GND(SG)

RS(RTS)

5V

NC

NC

LINE(-)

FG

5

100  (1/2W)

 

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

OPC-E1-RS
RJ-45

OPC-E1-RS
RJ-45

DX(+)

DX(-)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

4 DX(-)

5 DX(+)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

No.

3

8

1

2

4

6

7

9

LINE(+)

NC
NC

GND(SG)

RS(RTS)

5V

NC

NC

LINE(-)

FG

5
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5I)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

RDA

SDA
SDB

PFXZCBADTM1

TRM

RDB

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

RDA

SDA
SDB

PFXZCBADTM1

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45
TRM

RDB
5

4

OPC-E1-RS
RJ-45

OPC-E1-RS
RJ-45

DX(+)

DX(-)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

4 DX(-)

5 DX(+)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45
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5J)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

番号 名称 備考

(1)
( 株 ) デジタル製 RJ45 RS-485 ケーブル (5m)

PFXZLMCBRJR81

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)D0

D1

(1)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

OPC-E1-RS
RJ-45

:OFF

OPC-E1-RS
RJ-45

:ON

DX(+)

DX(-)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

4 DX(-)

5 DX(+)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

D0

D1

(1)
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5K)

• 1：1 接続の場合

• 1：n 接続の場合

• 1：n 接続の場合は終端となる接続機器の終端抵抗のスイッチを ON に設定してくだ

さい。

100  (1/2W)

NC3

DATA-1

GND5

4 NC

NC

NC

7

9

NC6

FG

DATA+2

NC8

D-Sub 9  

 

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

OPC-E1-RS
RJ-45

OPC-E1-RS
RJ-45

DX(+)

DX(-)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

5

4

DX(+)

DX(-)

4 DX(-)

5 DX(+)

RS-485
OPC-E1-RS

RJ-45

100  (1/2W)

NC3

DATA-1

GND5

4 NC

NC

NC

7

9

NC6

FG

DATA+2

NC8

D-Sub 9  
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6 使用可能デバイス

使用可能なデバイスアドレスの範囲を下表に示します。ただし、実際にサポートされるデバイスの範

囲は接続機器によって異なりますので、ご使用の接続機器のマニュアルで確認してください。

6.1 FRENIC5000G11S/FRENIC5000P11S シリーズ

 はシステムデータエリアに指定できます。 

デバイス ビットアドレス ワードアドレス 32bits 備考

基本機能 F00.00-F42.15 F00-F42

端子機能 E01.00-E47.15 E01-E47

制御機能 C01.00-C33.15 C01-C33

モータ 1 P01.00-P09.15 P01-P09

ハイレベル機能 H03.00-H39.15 H03-H39

モータ 2 A01.00-A18.15 A01-A18

オプション o01.00-o29.15 o01-o29

指令データ S01.00-S12.15 S01-S12

モニタデータ M01.00-M53.31 M01-M53 *1 *2

*1 書込み不可

*2 32 ビットデバイス

アラームリセット － m0 *3 *4

*3 m0 は仮想デバイスです。接続機器で発生したアラーム履歴をリセットするための専用デバイスで
す。m0 に任意なデータを書き込むことで、アラームリセットが実行されます。

*4 読出し不可

• 接続機器で使用できるシステムエリア設定は読込みエリアサイズのみです。読込み

エリアサイズについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してください。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」
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6.2 FVR-E11S シリーズ

 はシステムデータエリアに指定できます。 

デバイス ビットアドレス ワードアドレス 32bits 備考

基本機能 F00.00-F42.15 F00-F42

端子機能 E01.00-E42.15 E01-E42

制御機能 C01.00-C33.15 C01-C33

モータ 1 P01.00-P10.15 P01-P10

ハイレベル機能 H01.00-H46.15 H01-H46

モータ 2 A01.00-A19.15 A01-A19

オプション機能 o00.00-o00.15 o00

指令データ S01.00-S11.15 S01-S11

モニタデータ M01.00-M48.31 M01-M48 *1 *2

*1 書込み不可

*2 32 ビットデバイス

アラームリセット － m0 *3 *4

*3 m0 は仮想デバイスです。接続機器で発生したアラーム履歴をリセットするための専用デバイスで
す。m0 に任意なデータを書き込むことで、アラームリセットが実行されます。

*4 読出し不可

• 接続機器で使用できるシステムエリア設定は読込みエリアサイズのみです。読込み

エリアサイズについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してください。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」
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6.3 FVR-C11S シリーズ

 はシステムデータエリアに指定できます。 

デバイス ビットアドレス ワードアドレス 32bits 備考

基本機能 F00.00-F36.15 F00-F36

端子機能 E01.00-E03.15 E01-E03

制御機能 C01.00-C07.15 C01-C07

モータ 1 P00.00-P00.15 P00

ハイレベル機能 H01.00-H25.15 H01-H25

オプション o00.00-o11.15 o00-o11

指令データ S05.00-S06.15 S05-S06

モニタデータ M01.00-M48.31 M01-M48 *1 *2

*1 書込み不可

*2 32 ビットデバイス

アラームリセット － m0 *3 *4

*3 m0 は仮想デバイスです。接続機器で発生したアラーム履歴をリセットするための専用デバイスで
す。m0 に任意なデータを書き込むことで、アラームリセットが実行されます。

*4 読出し不可

• 接続機器で使用できるシステムエリア設定は読込みエリアサイズのみです。読込み

エリアサイズについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してください。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」
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6.4 FRENIC-MEGA シリーズ

 はシステムデータエリアに指定できます。 

デバイス ビットアドレス ワードアドレス 32bits 備考

基本機能 F00.00-F80.15 F00-F80

端子機能 E01.00-E99.15 E01-E99

制御機能 C01.00-C53.15 C01-C53

モータ 1 パラメータ P01.00-P99.15 P01-P99

ハイレベル機能 H03.00-H98.15 H03-H98

モータ 2 パラメータ A01.00-A57.15 A01-A57

オプション機能 o19.00-o59.15 o19-o59

指令データ S01.00-S19.15 S01-S19

モニタデータ 1 M01.00-M89.31 M01-M89 *1 *2

*1 書込み不可

*2 32 ビットデバイス

モータ 3 パラメータ b01.00-b57.15 b01-b57

モータ 4 パラメータ r01.00-r57.15 r01-r57

アプリケーション機能 1 J01.00-J99.15 J01-J99

アプリケーション機能 2 d01.00-d99.15 d01-d99

リンク機能 y01.00-y99.15 y01-y99

モニタデータ 2 W01.00-W99.15 W01-W99 *1

アラームデータ 1 X00.00-X77.15 X00-X77 *1

アラームデータ 2 Z00.00-Z95.15 Z00-Z95 *1

アラームリセット － m0 *3 *4

*3 m0 は仮想デバイスです。接続機器で発生したアラーム履歴をリセットするための専用デバイスで
す。m0 に任意なデータを書き込むことで、アラームリセットが実行されます。

*4 読出し不可

• 接続機器で使用できるシステムエリア設定は読込みエリアサイズのみです。読込み

エリアサイズについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してください。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」
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6.5 FRENIC-Mini シリーズ

 はシステムデータエリアに指定できます。 

デバイス ビットアドレス ワードアドレス 32bits 備考

基本機能 F00.00-F51.15 F00-F51

端子機能 E01.00-E99.15 E01-E99

制御機能 C01.00-C52.15 C01-C52

モータ 1 パラメータ P02.00-P99.15 P02-P99

ハイレベル機能 H03.00-H98.15 H03-H98

指令データ S01.00-S14.15 S01-S14

モニタデータ 1 M01.00-M71.31 M01-M71 *1 *2

*1 書込み不可

*2 32 ビットデバイス

アプリケーション機能 1 J01.00-J06.15 J01-J06

リンク機能 y01.00-y99.15 y01-y99

モニタデータ 2 W01.00-W89.15 W01-W89 *1

アラームデータ 1 X00.00-X74.15 X00-X74 *1

アラームデータ 2 Z00.00-Z64.15 Z00-Z64 *1

アラームリセット － m0 *3 *4

*3 m0 は仮想デバイスです。接続機器で発生したアラーム履歴をリセットするための専用デバイスで
す。m0 に任意なデータを書き込むことで、アラームリセットが実行されます。

*4 読出し不可

• 接続機器で使用できるシステムエリア設定は読込みエリアサイズのみです。読込み

エリアサイズについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してください。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」
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6.6 FRENIC-Eco シリーズ

 はシステムデータエリアに指定できます。 

デバイス ビットアドレス ワードアドレス 32bits 備考

基本機能 F00.00-F44.15 F00-F44

端子機能 E01.00-E99.15 E01-E99

制御機能 C01.00-C53.15 C01-C53

モータ 1 パラメータ P01.00-P99.15 P01-P99

ハイレベル機能 H03.00-H98.15 H03-H98

オプション機能 o27.00-o59.15 o27-o59

指令データ S01.00-S14.15 S01-S14

モニタデータ 1 M01.00-M73.31 M01-M73 *1 *2

*1 書込み不可

*2 32 ビットデバイス

アプリケーション機能 1 J01.00-J22.15 J01-J22

リンク機能 y01.00-y99.15 y01-y99

モニタデータ 2 W01.00-W96.15 W01-W96 *1

アラームデータ 1 X00.00-X74.15 X00-X74 *1

アラームデータ 2 Z00.00-Z64.15 Z00-Z64 *1

アラームリセット － m0 *3 *4

*3 m0 は仮想デバイスです。接続機器で発生したアラーム履歴をリセットするための専用デバイスで
す。m0 に任意なデータを書き込むことで、アラームリセットが実行されます。

*4 読出し不可

• 接続機器で使用できるシステムエリア設定は読込みエリアサイズのみです。読込み

エリアサイズについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してください。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」
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6.7 FRENIC-Multi シリーズ

 はシステムデータエリアに指定できます。 

デバイス ビットアドレス ワードアドレス 32bits 備考

基本機能 F00.00-F51.15 F00-F51

端子機能 E01.00-E99.15 E01-E99

制御機能 C01.00-C53.15 C01-C53

モータ 1 パラメータ P01.00-P99.15 P01-P99

ハイレベル機能 H03.00-H98.15 H03-H98

モータ 2 パラメータ A01.00-A46.15 A01-A46

オプション機能 o01.00-o59.15 o01-o59

指令データ S01.00-S14.15 S01-S14

モニタデータ 1 M01.00-M73.31 M01-M73 *1 *2

*1 書込み不可

*2 32 ビットデバイス

アプリケーション機能 1 J01.00-J92.15 J01-J92

リンク機能 y01.00-y99.15 y01-y99

モニタデータ 2 W01.00-W96.15 W01-W96 *1

アラームデータ 1 X00.00-X74.15 X00-X74 *1

アラームデータ 2 Z00.00-Z64.15 Z00-Z64 *1

アラームリセット － m0 *3 *4

*3 m0 は仮想デバイスです。接続機器で発生したアラーム履歴をリセットするための専用デバイスで
す。m0 に任意なデータを書き込むことで、アラームリセットが実行されます。

*4 読出し不可

• 接続機器で使用できるシステムエリア設定は読込みエリアサイズのみです。読込み

エリアサイズについては GP-Pro EX リファレンスマニュアルを参照してください。

参照：GP-Pro EX リファレンスマニュアル「LS エリア（ダイレクトアクセス方式専

用エリア）」

• 表中のアイコンについてはマニュアル表記上の注意を参照してください。

「表記のルール」
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7 デバイスコードとアドレスコード

デバイスコードとアドレスコードはデータ表示器などのアドレスタイプで「デバイスタイプ＆アドレ

ス」を設定している場合に使用します。

7.1 FRENIC5000G11S/FRENIC5000P11S シリーズ

7.2 FVR-E11S シリーズ

デバイス デバイス名
デバイスコード

（HEX）
アドレスコード

基本機能 F 0080 ワードアドレス

端子機能 E 0081 ワードアドレス

制御機能 C 0082 ワードアドレス

モータ 1 P 0083 ワードアドレス

ハイレベル機能 H 0084 ワードアドレス

モータ 2 A 0085 ワードアドレス

オプション o 0086 ワードアドレス

指令データ S 0087 ワードアドレス

モニタデータ M 0088 ワードアドレス

アラームリセット m 0060 ワードアドレス

デバイス デバイス名
デバイスコード

（HEX）
アドレスコード

基本機能 F 0080 ワードアドレス

端子機能 E 0081 ワードアドレス

制御機能 C 0082 ワードアドレス

モータ 1 P 0083 ワードアドレス

ハイレベル機能 H 0084 ワードアドレス

モータ 2 A 0085 ワードアドレス

オプション機能 o 0086 ワードアドレス

指令データ S 0087 ワードアドレス

モニタデータ M 0088 ワードアドレス

アラームリセット m 0060 ワードアドレス
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7.3 FVR-C11S シリーズ

7.4 FRENIC-MEGA シリーズ

デバイス デバイス名
デバイスコード

（HEX）
アドレスコード

基本機能 F 0080 ワードアドレス

端子機能 E 0081 ワードアドレス

制御機能 C 0082 ワードアドレス

モータ 1 P 0083 ワードアドレス

ハイレベル機能 H 0084 ワードアドレス

オプション o 0086 ワードアドレス

指令データ S 0087 ワードアドレス

モニタデータ M 0088 ワードアドレス

アラームリセット m 0060 ワードアドレス

デバイス デバイス名
デバイスコード

（HEX）
アドレスコード

基本機能 F 0080 ワードアドレス

端子機能 E 0081 ワードアドレス

制御機能 C 0082 ワードアドレス

モータ 1 パラメータ P 0083 ワードアドレス

ハイレベル機能 H 0084 ワードアドレス

モータ 2 パラメータ A 0085 ワードアドレス

オプション機能 o 0086 ワードアドレス

指令データ S 0087 ワードアドレス

モニタデータ 1 M 0088 ワードアドレス

モータ 3 パラメータ b 0089 ワードアドレス

モータ 4 パラメータ r 008A ワードアドレス

アプリケーション機能 1 J 008B ワードアドレス

アプリケーション機能 2 d 008C ワードアドレス

リンク機能 y 008D ワードアドレス

モニタデータ 2 W 008E ワードアドレス

アラームデータ 1 X 008F ワードアドレス

アラームデータ 2 Z 0090 ワードアドレス

アラームリセット m 0060 ワードアドレス
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7.5 FRENIC-Mini シリーズ

7.6 FRENIC-Eco シリーズ

デバイス デバイス名
デバイスコード

（HEX）
アドレスコード

基本機能 F 0080 ワードアドレス

端子機能 E 0081 ワードアドレス

制御機能 C 0082 ワードアドレス

モータ 1 パラメータ P 0083 ワードアドレス

ハイレベル機能 H 0084 ワードアドレス

指令データ S 0087 ワードアドレス

モニタデータ 1 M 0088 ワードアドレス

アプリケーション機能 1 J 008B ワードアドレス

リンク機能 y 008D ワードアドレス

モニタデータ 2 W 008E ワードアドレス

アラームデータ 1 X 008F ワードアドレス

アラームデータ 2 Z 0090 ワードアドレス

アラームリセット m 0060 ワードアドレス

デバイス デバイス名
デバイスコード

（HEX）
アドレスコード

基本機能 F 0080 ワードアドレス

端子機能 E 0081 ワードアドレス

制御機能 C 0082 ワードアドレス

モータ 1 パラメータ P 0083 ワードアドレス

ハイレベル機能 H 0084 ワードアドレス

オプション機能 o 0086 ワードアドレス

指令データ S 0087 ワードアドレス

モニタデータ 1 M 0088 ワードアドレス

アプリケーション機能 1 J 008B ワードアドレス

リンク機能 y 008D ワードアドレス

モニタデータ 2 W 008E ワードアドレス

アラームデータ 1 X 008F ワードアドレス

アラームデータ 2 Z 0090 ワードアドレス

アラームリセット m 0060 ワードアドレス
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7.7 FRENIC-Multi シリーズ

デバイス デバイス名
デバイスコード

（HEX）
アドレスコード

基本機能 F 0080 ワードアドレス

端子機能 E 0081 ワードアドレス

制御機能 C 0082 ワードアドレス

モータ 1 パラメータ P 0083 ワードアドレス

ハイレベル機能 H 0084 ワードアドレス

モータ 2 パラメータ A 0085 ワードアドレス

オプション機能 o 0086 ワードアドレス

指令データ S 0087 ワードアドレス

モニタデータ 1 M 0088 ワードアドレス

アプリケーション機能 1 J 008B ワードアドレス

リンク機能 y 008D ワードアドレス

モニタデータ 2 W 008E ワードアドレス

アラームデータ 1 X 008F ワードアドレス

アラームデータ 2 Z 0090 ワードアドレス

アラームリセット m 0060 ワードアドレス
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8 エラーメッセージ

エラーメッセージは表示器の画面上に「番号：機器名：エラーメッセージ（エラー発生箇所）」のよ

うに表示されます。それぞれの内容は以下のとおりです。

エラーメッセージの表示例

「RHAA035:PLC1: 書込み要求でエラー応答を受信しました（受信エラーコード：2[02H]）」

◆接続機器特有のエラーコード

項目 内容

番号 エラー番号

機器名
エラーが発生した接続機器の名称。接続機器名は GP-Pro EX で設定する接続機器
の名称です。（初期値 [PLC1]）

エラーメッセージ 発生したエラーに関するメッセージを表示します。

エラー発生箇所

エラーが発生した接続機器の IP アドレスやデバイスアドレス、接続機器から受
信したエラーコードを表示します。

• IP アドレスは「IP アドレス (10 進数 ):MAC アドレス (16 進数 )」のように表示
されます。

• デバイスアドレスは「アドレス：デバイスアドレス」のように表示されます。
• 受信エラーコードは「10 進数 [16 進数 ]」のように表示されます。

• 受信したエラーコードの詳細は、接続機器のマニュアルを参照してください。

• ドライバ共通のエラーメッセージについては「保守 / トラブル解決ガイド」の「表

示器で表示されるエラー」を参照してください。

エラーコード 内容

4AH
フォーマットエラー
• 伝送要求文字が正しくない
• 電文終了文字が規定の位置にない

4BH コマンドエラー
• 存在しないコマンドが送られてきた

4CH

リンク優先エラー*1

• H30 で指定された経路以外の通信経路より、周波数指令、PID の指令、
運転指令の変更（S01、S05、S06、S13 への書込み要求）コマンドが送ら
れてきた

4DH
書込み権限なしエラー
• リンクオプションからの書込み中に、新たなファンクションデータの書
込みを行おうとした

4EH ファンクションコードエラー
• 存在しないファンクションコードを要求した

4FH
書込み不可エラー
• 書込み不可ファンクション、または運転中書込み不可ファンクションを
運転中に書き込もうとした

次のページに続きます。
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50H データエラー
• 書込みデータが書込み可能な範囲を超えている

51H
書込み中エラー
• ファンクション書込み中に、新たなファンクションデータの書込みを行
おうとした

*1 FRENIC-Mini シリーズでは発生しません。

エラーコード 内容



インバータ SIO ドライバ 

GP-Pro EX 機器接続マニュアル 114


	インバータSIO ドライバ
	1 システム構成
	2 接続機器の選択
	3 通信設定例
	3.1 設定例1
	3.2 設定例2
	3.3 設定例3
	3.4 設定例4
	3.5 設定例5
	3.6 設定例6
	3.7 設定例7
	3.8 設定例8
	3.9 設定例9
	3.10 設定例10

	4 設定項目
	4.1 GP-Pro EXで設定する場合
	4.2 オフラインモードの通信設定

	5 結線図
	6 使用可能デバイス
	6.1 FRENIC5000G11S/FRENIC5000P11Sシリーズ
	6.2 FVR-E11Sシリーズ
	6.3 FVR-C11Sシリーズ
	6.4 FRENIC-MEGAシリーズ
	6.5 FRENIC-Miniシリーズ
	6.6 FRENIC-Ecoシリーズ
	6.7 FRENIC-Multiシリーズ

	7 デバイスコードとアドレスコード
	7.1 FRENIC5000G11S/FRENIC5000P11Sシリーズ
	7.2 FVR-E11Sシリーズ
	7.3 FVR-C11Sシリーズ
	7.4 FRENIC-MEGAシリーズ
	7.5 FRENIC-Miniシリーズ
	7.6 FRENIC-Ecoシリーズ
	7.7 FRENIC-Multiシリーズ

	8 エラーメッセージ



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType true
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /DEU <>
    /JPN ()
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


